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「
奇

男

児
」
と

「
烈

士

喜

剣

碑

」

徳

田

武

『
露
伴
全
集
』
第
五
巻

の
冒
頭

に
収
ま
る

「
奇
男
児
」

は
、
読
売
新
聞

の
明
治

二
十

二
年
十

一
月
十

三
日
号

か
ら
十
八
日
号

に
ま

で
連
載
さ
れ

た
。
こ

の
作
品

に

つ
い
て
の
論
考
は
管
見
に
入
ら
な

い
し
、
ま
た
、
こ

の
作
品

の
原
拠

に
つ
い
て
発
言
し
た
も

の
も
無

い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、

「
奇
男
児
」

の
原
拠
が
林
鶴
梁

の

『
鶴
梁
文
集
』

(
慶
応

三
年
仲
秋
刊
。
明
治
十
三
年
、

川
中
市
兵
衛
発
見

の
版

も
あ
り
。
)

巻
六

に
収

め
ら
れ

る

「
烈
士
喜
剣
碑
」

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
拠

と
の
較
量

に
よ

っ
て

「
奇
男
児
」
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
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一

ま
ず

、

「
奇

男
児
」

の
梗

概

を
述

べ
る
。

な
に
が
し

元
禄
十
四
年
頃

の
士
風

の
堕
弱
に
憤
慨
し
、
薩
摩
藩
を
致
仕
し
た
村
上
某
甲

は
、

「
何
時
に
て
も
死
中
候

の
看
板
」
を
か
か
げ
、
男
を
売

っ

て
い
た
が
、
京
都

の
東
山
で
遊
興

に
の
め
り
こ
ん
で
い
る
大
石
内
蔵
助

の
姿
を
見
か
け
る
。
村
上
は
強
引
に
大
石

と
と
も
に

一
力
茶

屋
に
行

き
、
大
石

に
発
奮
を
迫
る
。
が
、
大
石
が
侮
辱
さ
れ
る
が
ま
ま
で
あ
る
の
を
見
て
、

「
畜
生
な
ら
ば
是
を
食

へ
」

と
、

「
真
黒
に
毛

の
生

ひ

た
る
驕

を
鵡
引
き
ま
く
り

て
さ
し

い
だ
し
・
足

の
甲
に
欝

載

せ
て
大
石

の
鼻

の
先

に
突
付
」
、
西

蔵

の
助
這
ひ
な
が
ら
有
難
し
と
喰

ふ
」

を
見

て
、
そ

の
下
顎

を
蹴

り

つ
け

て

、
帰

る
。



そ

の
後

、
奥

州
に
遊
ん
で

い
た
村
上
は
、
十

二
月
十
四

日
の
義
挙

を
聞

い
て
、
江
戸

に
来
り
、

二
月
四

日
に
義
士

一
統

が
切
腹
仰
せ

つ
け
ら

い
し

れ
た

の
を
知

っ
て
、
あ
る
夜
、
泉
岳
寺

の
大
石

の
墓
前

で
割
腹

す
る
。
そ

の
死
後

に
は

「
碑

に
喜
剣

の
名

の
み
お
ぼ
ろ
に
」
残

っ
た
。

次

に
、

「
烈
士
喜
剣
碑
」

の
原
文
と
訓

み
下
し
文

を
記
す
。

喜
劇
者

。
不
詳
何
許
人
。
或
云
。
薩
藩
士
。
蓋
奇
節
士
也
。
元
禄
中
。
赤
穂
国
際
。
大
石
良
雄
去
在
京
師

。
時
物
論
鴛

々
。
言
其
有
復
讐
之

志
。
良
雄
患
之

。
故
仮
歌
舞
遊
行
以
滅
人

口
。

一
日
遠
鳴
原
妓
舘
。
会
喜
剣
亦
来
遊
焉
。
喜
剣
素
与
良
雄
不
相
識
。
無
窮
希
物
論
不
慮

。
及

聞
其
遊
蕩
不
日
。
心
甚
不
澤
。
乃
招
良
雄

。
回
飲
干

一
纏
。
以
微
言
説
之
。
良
雄
不
応
。
国
英
反
復
直
言
』
良
雄
猶
不
応
。
笑

言
自
若

。
無

承
服
色
。
'喜
剣
乃
怒
日
大
麗

日
。
汝
真
人
面
而
獣
心
也
。
汝
主
死
。
汝
国
亡
。
汝
為
大
臣
。
而
不
知
報
仇
。
非

獣
而
何
。
余
将
獣
狩
汝
。
於

是
展
左
脚
。
盛
無
償
歎
梼
手
脚
指
頭
。
使
良
雄

食
之
。
良
雄
爽
然
傭
首
喫
之

。
畢
。
舐
指
頭
余
涯
。
時
良
雄
唖

々
之
笑
声

。
与
喜
剣
叱

々
之

罵
声
。
暗
然
聞
乎
機
外
突
。
既
而
喜

剣
子
役
江
戸
。
適

聞
赤
穂
人
報
誓
事
。
問
之
則
同
謀
四
十
六

人
。
良
雄
其
昔
也
。
魯
鈍
愕
然
。
日
時
余

死
突
。
余

目
獣
視
良
雄
。
乃
義
目
之
罪
也
。
余

舌
戦
罵
良
雄
。
乃
吾
舌
之
罪
也

。
余
足
獣
食
良
雄
。
乃
我
足
之
罪
也
。
余
心
獣
待
良
雄
。
乃

我
心
之
罪
也
。

一
身
皆
罪
。
旺
余
死
突
。
於
是
托
病
帰
国
。
公
私
了
箒
パ
後
来
江
戸
。
則
良
雄
既
与
同
謀
之
士
皆
賜
死
。
葬
之

江
戸
泉
岳
寺

巾

。
乃
諸
共
墓

。
拝
日
。
我
当
面
謝
万
舞
子
地
下
耳
。
乃
抜
刀
屠
腹
而
逝
。
有

人
又
葬
之
其
裏
側
。
夫
喜
剣
氏

。
初
之
与
良
雄

不
相
識
。
而

希
共
有
義
挙
。
中
之
直

言
忠
告

。
至
罵
而
辱
之
。
終
之
殺
身
明
志
。
以
謝
其
罪
。
錐
非
車
行
之
士
。
其
奇
節
可
謂
不
恥
古
之
侠
者
共
。
中
西

伯
基

亦
奇
士
也
。
恒
喜

談
忠
臣
烈
士
事
。
暗
暗
不
離

口
。
嘗
憾
喜
剣
有
此
奇
節
。
而
世
多
不
知
也
。
欲
別
建

一
石
干
泉
岳
寺
。
略
紀
事
蹟

。

以
示
後

人
。
乃
齋
費
金
若
干
。
来
散
文
干
余

。
余
時
年
方

二
十
七

八
。
未
嘗
作
金

石
文
字
。
固
辞
。
不
可
。
乃
約
自
今
学
文
十
年
。
爾
後
草

之
。
時
余
貧
甚
。
伯
基
乃
留
其
金
。
使
余
白
救
。
爾
来
荏
蒋
過

二
十
余
年
。
今
期
伯
基
年
輪
六
秩
。
余

亦
五
十
余
。
皆

頽
然
老
女

。
余

乃
為

文
出
金
。
致
諸
伯
基
。
遂
償
両
債
。
嵯
乎
喜
剣
之
死
固
守
　

。
伯
基
此
挙

亦
奇
　
。
独
恨
余
文
不
奇

耳
。

一166一



い
ず

こ

(喜

劇

は
、
何

許

の
人
な

る

か

を
詳

か

に

せ
ず

。

或

い
は
云

ふ
、
薩

藩

の
士

な
り

と
。
蓋

し
奇
節

の
士

な
り
。

元

禄
中

、
赤

穂

国
除

か

れ
、

こ
と

さ

大
石
良
雄
去
り

て
京
師

に
在
り
。
時

に
物
論
買

々
と
し

て
、
其

の
復
讐

の
志
有

る
を
言
ふ
。
良
雄
之

を
患

へ
、
故
ら

に
歌
舞
遊
行

に
仮

り
て

た
ま
た

以

て
人
口
を
滅

す
。

一
日
、
嶋
原

の
妓
舘

に
遊

ぶ
。
会
ま
喜
剣

も
亦
た
来
り

て
遊

ぶ
。
喜
剣
素
よ
り
良
雄

と
相
識

ら
ず
。
然
れ
ど
も
霜

か
に

ね
こ

物
論

の
虚
し

か
ら
ざ

る
を
希
ふ
。

其

の
遊
蕩
し

て
已
ま
ざ

る
を
聞
く
に
及
び
、

心
に
甚
だ
澤
ば
ず

、

乃
ち
良
雄

を
招

き
、
同
に

一
楼

に

飲

み
、
微
言
を
以
て
之

を
議
す
。
良
雄
応
ぜ
ず

。
因
り

て
更

に
反
復
し

て
直
言
す
る
も
、
良
雄
猶

ほ
応
ぜ
ず

、
笑
言
自
若

と
し
て
、
承
服

の
色

無

し
。
喜
剣
乃
ち
目
を
怒
ら
し
大

い
に
罵
り

て
曰
く
、
汝
は
真

に
人
面

に
し
て
獣
心
な
り
、
汝
が
主
死

し
、

汝
が
国
亡

ぶ
、

汝
は
大
臣

た
る

も

の

も

、
而
も
仇
に
報
ゆ

る
を
知

ら
ず

、
獣

に
非
ず
し

て
何
ぞ
や
、
余
獣
を
将

っ
て
汝
を
待
た
ん
、
と
。
是
に
於

て
左
脚

を
展
ば
し
魚
瞼
数
欝
を

脚

の
指
頭

に
盛

り
、
良
雄

を
し
て
之
を
食
は
し
む
。
良
雄
夷
然

と
し

て
首

を
附
し

て
之

を
喫
し
、
畢

れ
ば

、
指
頭

の
余
涯
を
舐
る
。
時

に
良

エま

さ

雄

が
唖

々

の
笑
声

と
、
喜

剣
が
叱

々
の
罵
声

と
、
喧
然

と
し
て
楼
外

に
聞
ゆ
。
既

に
し
て
喜
剣
江
戸

に
干
役
す
。
適

に
赤
穂

の
人

の
報
讐

の

あ
あ

事

を
聞
く
。
之

を
問

へ
ば

則
ち
同
謀
四
十
六

人
に
し

て
、
良
雄

は
其

の
首

な
り
。
喜
剣
愕
然
と
し

て
、
日
く
、
旺
、
余

死
せ
ん
、
余

が
目
良

雄
を
獣
祝

す
、
乃
ち
我
が
目

の
罪
な
り
、
余

が
舌
良
雄

を
獣
駕
す
、
乃
ち
吾

が
舌

の
罪
な
り
、
余

が
足
良
雄

に
獣
食

せ
し
む
、
乃
ち
我

が
足

の
罪
な
り
、
余

が
心
良
雄

を
獣
待
す
、
乃
ち
我

が
心

の
罪

な
り
、

一
身
皆
罪
あ
り
、
旺
、
余
死

せ
ん
、
と
。
是

に
於

て
病

に
托
し

て
国

に
帰

お

り
、
公
私
事
を
了
ふ
。
獲
た
江
戸

に
来
れ
ば

、
則

ち
良
雄

は
既

に
同
誌

の
士

と
皆

死
を
賜
は
り
、
江
戸

の
泉
岳
寺

の
申

に
葬
ら
る
。
乃
ち
其

ま
の
あ
た

の
墓

に
詣

で
、
拝

し
て
日
く
、
我
当

に

面

り
万
罪
を
地
下

に
謝
す

べ
き

の
み
、
と
。
乃
ち
刀
を
抜
き
腹
を
屠
り
て
逝
く
。
人
有
り
又
た
之

を
其

の
墓

の
側

に
葬

る
。
夫

れ
喜
剣
氏
は
、
初

め
に
し
て
は
良
雄

と
相
識
ら
ず

し
て
、
其

の
義
挙
有

る
を
希
ふ
。
中

に
し

て
は
直
言
忠
告

、

罵
り

て
之
を
辱

し
む
る
に
至
る
。

終
り
に
し

て
は
身
を
殺
し
志
を
明

か
に
し

て
、

以

て
其

の
罪
を
謝
す
。

中
行

の
士

に
非
ず

と
雌
も
、

其

の
奇
節

は
古

の
侠
者

に
恥
じ
ず

と
謂

ふ

べ
し
。
中
西
伯
基
も
亦

た
奇
士

な
り
。
恒

に
喜
び

て
忠
臣
烈
士

の
事
を
談
じ
、
暗

々
と
し
て
口
よ
り

離

れ
ず
。
嘗

て
喜

剣
に
此

の
奇
節
有
り

て
、
而
も
世
多
く
知
ら
ざ

る
こ
と
を
憾

み
、
別
に

一
石
を
泉
岳
寺

に
建

て
、
略

ぼ
事
蹟

を
紀
し

て
、
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以
て
後
人
に
示
さ
ん
と
欲
す
。
乃
ち
費
金
若

干
を
齎
し
、
来
り
て
文
を
余
に
徴
す
。
余
時

に
年
方

に
二
十
七
八
、
未
だ
嘗

て
金
石

の
文
字
を

ゆ
る

作
ら
ず

。

固
く
辞

す
。

可
さ

れ
ず
。

乃
ち
今

よ
り
文

を
学

ぶ

こ
と
十
年

、

而

る
後

に
之

を
草

す

こ
と
を
約
す

。

時

に
余

貧

し
き

こ
と
甚

だ

し
。
伯
基

乃
ち
其

の
金

を
留

め
、
余

を

し

て
自

ら
救

は
し

む
。
爾
来
荏
蒋

と

し

て
二
十
余

年

を
過
ぐ

。
今

は
則

ち
伯

基
年
六
秩

を
輸

え
、
余

も

亦

た
五
十
余

に
し

て
、
皆

頽
然

と
し

て
老

ゆ
。
余

乃

ち
文

を
為
り
金

を
出

し
、
識

を
伯
基

に
致

し
、
遂

に
両
債

を
償

ふ
。
膨
乎

、
喜

剣

の

死

固

よ
り
奇

な
り

、
伯
基

の
此

の
挙

も
亦

た
奇

な
り

、
独
り

余

が
文

の
奇

な
ら
ざ

る
を
恨

む

の
み
。)

「
奇
男

児
」

の
梗
概

と

「
烈

士
喜
剣

碑
」

(
以

下
、
喜
剣

碑

と
略
称

す
)
を
読

み
あ
わ

せ
れ
ば

、
後
者

が
前

者

の
典
拠

で
あ

る

こ
と
は

た
だ

ち

に
判
明

し

よ
う

。
ち

な

み
に
、
喜
剣

の
碑

は
伯
基

と
鶴

梁

の
在
世

時

に
は
建
立

さ

れ
な

か

っ
た
。

二
人

の
企

画
が
実

現
し

た

の
は

、
は

る
か
後

の

昭

和
十

五
年

の
こ
と

で
あ
り

、
そ

の
際

に
も
鶴
梁

の
碑
文

は
刻

さ

れ
ず

、

た
だ

「
刃
道
喜

剣
信
士
」

と

い
う
六
字

ば

か
り

が
彫

ら

れ
た
だ
け

で
あ

る
と

い
う
。
従

っ
て
、
露
伴

が
喜
剣

の
話

を
知

っ
た

の
は

「
鶴

梁
文

集
」

に
拠

っ
て

で
あ

る
。

一168一
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「
喜

劇
碑
」

と

「
奇
男

児
」

を
較
量

し

て
、

更

に
細

か
く
後
者

が
前
者

か
ら

摂

取

し
た
も

の
を
挙

げ

て
み
よ
う

。

以

下
、

行
論

の
便

の
た
め

に
、

「
喜
剣

碑
」

に
お
け

る
喜
剣

の
こ
と
を

喜
剣

、

「
奇

男
児
」

に

お
け

る
喜

剣

の
こ
と

を
村

上

と
呼

び
分

け

る
こ
と

に
す

る
。

第

一
、
喜

剣

は

「
薩
藩

十
ご

で
あ

る
が

、
村

上

も
薩

摩

藩
士

で
あ

る
。

第

二
、
喜

剣

は
大

石

の
こ
と
を

「
人
面
而
獣

心
」

と
罵

る
が
、
村

上
も

「
人
聞

の
皮

か

ぶ
り

て
両

刀

さ
し
た

る
畜

生
武
士
」

(
第

五
)

と
同
様

な
表

現

で
罵

る
。

第

三
、

「
喜
剣

碑
」

の
原
文

と

「
奇

男

児
」

の
梗

概

を
読

み
あ
わ

せ
れ
ば

、
お

の
ず

か
ら

理
解

さ
れ
よ
う

が
、

「
展
左

脚

。
盛

魚
謄
数

鶴
手
脚



指

頭

。
使
良
雄

食
之

。
良
雄

爽
然
傭
首

喫
之

。」

と

い
う
場

面
は
、

「足

の
甲

に
魚
胎

載

せ

て
大

石

の
鼻

の
先

に
突

付

る
を
、
内
蔵

の
助
這

ひ
な
が

ら
有
難

し

と
喰

ふ
」

と
、

ほ
と

ん
ど
逐
語

訳
と
も

い
え

そ
う
な

か
た
ち

で
採

ら

れ
た
。

そ
れ

は
、
原
文

の
当

該
場
面

の
上
欄

に

「
森

田
節
斎

日
、

写

生

、
写
生

。
」

と

い
う
評

語

が
特

に
付

せ
ら

れ
て

い
る
こ
と

か
ら

わ
か
る
よ
う

に
、

原

文

の
中

で
も

と
り

わ
け

そ

こ
が
情

景

を
写
実
的

に
生

き

生

き
と
描

い
て

い
る
か
ら

で
あ
ろ
う

。

(
1

)

第

四

、

「
喜
剣
碑
」

で
は
、
題
名

が
す

で
に
語

っ
て

い
る
よ
う

に
、
中

西
伯
基

と
鶴

梁

が
協

力
し

て
喜
剣

の
碑

の
建

立
を
計

画

し
た

こ
と
が
迷

い
し

か
つ
さ
ば

べ
ら
れ

て

い
る

が
、

「
奇

男
児
」

の
末
尾

に

「
腹

割
割

き

て
音

も
な
く

死
し

た
る
後

は
、
碑

に
喜

剣

の
名

の
み
お

ぼ
ろ

に
、
松
杉

暗

く
月

光

弱
し

二
百
年

の
春

の
夜
毎

。」

と
あ

る

の
は
、
そ

れ
を
踏
ま

え
た

こ
と

に
な
る
。
前

述
し

た
よ
う

に
、
露
伴

が

「
奇

男
児
」

を
執
筆

し

た
時
点

で
は
碑

は
建

立

さ
れ

て

い
な

か

っ
た

の
で
あ

る
か
ら

、
露
伴

は
現
実

の
そ
う

し
た
状
況

に
基

い
た

の
で

は
な
く

て
、

『
鶴

梁
文

集
』

の
記
載

に
拠

っ
て
現

に
碑

が
立

っ
て

い
る
よ
う

に
書

い
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

三
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典
拠

を
踏
ま

え
た
様
相

は
以
上

の
如

く

で
あ

る
が
、
典
拠

か
ら
離

れ

て

い
る
点
も
考

慮

に
入
れ

る
こ
と
が
露
伴

の
作
意

を
知

る
た

め
に

は
必

要

に
な
る
。

そ
こ

で
、
次

に
典

拠
ば

な
れ

の
点

を
検

討
し
よ

う
。

第

一
、

「
喜
剣
碑
」

で
は
喜
剣

に
姓

が
与

え

ら
れ

て

い
な

い
。

こ
れ

に
対

し

て
、
露
伴

は
村

上

と

い
う
姓

を
与
え

た
。
姓

が
無

い
ま

ま

で
は
落

ち

つ
か
な

い
か
ら

で
あ

ろ
う
。

第

二
、
喜

剣

は
、

「
一
日
遊

嶋

原
妓
舘
」

と

、

み
ず

か
ら
進

ん

で
遊
興

の
巷

に
入

っ
た

こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

が
、
村

上

は
、

「
恥

か
し

な
が

ど
れ
ほ
ど

う
ま

 ら

我
等
無
骨

者

、
鴨
河

の
水

に
磨

か
れ
し
美

人
を
知

ら
ず

赤
前

垂

の
女

に
詞

を
交

せ
し
事

な
く

、
三
十

に
な

っ
て
未

だ
色

酒

の
味
何
程

の
甘

み
あ

る

と

い
ふ
訳
を
し

ら
ず
」

と
、
ま

っ
た
く

の
木
強

漢

と
し

て
造
形

さ
れ

て

い
る
。
露
伴

の
意

図

は
、
元
禄

の
世

相

を
柔
弱

と
憤

る
人
間
像

を
浮

き



彫
り

す
る
こ

と
に
あ

っ
た
か
ら

、
そ
う

い
う
男

が
嶋
原

の
妓

舘

で
遊

ぶ

の
は
ま
ず

い
わ
け

で
あ
る
。
そ

こ

で
、
色
遊

び
を

し
た

こ
と
が
な

い
と

い

う
設
定

に
改

め
た

の
で
あ

ろ
う

。

第

三
、
喜
剣

は
最
初

、

「
以
微

言
詞
之
」

と
、

お
だ
や

か
に
遠

ま

わ
し
に
大
石

を
諌

め
て

い
る
。

そ
こ

に
は
自

己

の
感
情

を
抑
制

し

て
言
辞

に

工
夫

を
施

す

と

い
う

、

一
応

の
理
智

を
備

え

て

い
る
人
聞
像

が
描

か
れ
て

い
る
。
と

こ
ろ
が
村

上

は
、
初

め
か
ら
大
石

に

「
天
地

を
揮

か
ら

ぬ
大

声

高
く
投

出
し

た
様

に
述

べ
立
」

て

て

い
て
、
抑

制

や
配
慮

を
持

た

ぬ
、
理
智

の
ほ
と

ん
ど
感

じ
ら

れ
な

い
男

に
な

っ
て

い
る
。

こ

れ
も

、
村

上

を
徹
底

し
た
朴
念

仁

と
し

て
造

形
す

る
と

い
う
意

図

に
基

く
も

の
で
あ
ろ
う

。

第

四
、
典
拠

は
簡

潔

を
旨

と
す

る
漢
文
ゆ

え

に
、
描

写

を
極

力
抑
制

し

て

い
る
。

が
、
露
伴

は
こ
れ
を
委

曲
精
緻

な
描
写
を
事

と
す

る
近
代
小

説

に
仕
立

て
あ
げ

よ
う

と
し

て

い
る

の
だ

か
ら
、
村
上

の
人
と
な
り

に

つ
い
て
も
、
赤
穂

の
街

の
さ
び

れ
た
様

子

に
し

て
も
、
村

上

と
大
石

と

の

出
会

い
と
か
ら

み
に

お

い
て
も

、
詳

細

で
活

き

ノ
＼

と
し

た
描

写
を
大

き
く
加

え
て

い
る
。
そ
し

て
、
そ

の
描
写

が
当

時

の
読
者

を
感
動

さ

せ
る

(
2
)

ほ
ど

の
も

の
で
あ

っ
た
こ
と

は
、
稜

骨

子

の

「
奇

男
児
」

評
に
如
実

に
窺

う

こ
と
が

で
き

る
。

第

五
、

「
奇

男
児
」
第

四
章

に
は
階
層

に
ふ
さ

わ
し

い
酒

の
飲

み
か
た

に

つ
い
て

の
論

が
説

か
れ

て

い
る
。
そ

の
論

は
、
萩

の
門
忍
月

が

「此

(
3

)

一
段

は
奇

絶
快

絶
飛
漫
直

下
雷
鳴

り
山
動

き
、
玉
砕

け
雪
飛

ぶ

の
奇
観

あ
り
」

と
讃

え
た
ほ
ど
痛
快

な
も

の
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
も

ま
た
露
伴

の

加
筆

で
あ

っ
た
。
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四

「
奇

男
児
」

が
当
時

に
好

評

を
も

っ
て
迎

え
ら

れ
た

こ
と
は
、
稜
骨

子

・
忍
月

の
批

評
、
及
び
撫

家
子

の

「
葉
末

集
」

(
「
女
学
雑

誌
」

二
二
〇

号

明
治
23

年
7
月

5

日
。

『
露
伴

全
集
』

付
録

一
五
七
頁
)

等

が
お

の
ず

か
ら
に
語

っ
て

い
る
。
そ

の
好

評
を
招

い
た
理
由
も

、
稜

骨
子

の
次

の
文
章

が
端
的

に
喝

破

し

て

い
よ
う
。



人
漸
く
佳
人
才
子
的

の
恋
情
小
説
に
倦

ん
で
勇
膿
壮
偉
的

の
奇
抜
小
説
を
希
ふ
、
此
時

に
当

っ
て
俄
然
健
児
社
会

の
耳
目
を
葺
動
せ
し
め
た

る
も
の
あ
り
、
何
ぞ
や
、
曰
く
、
先

つ
頃
読
売
新
聞
紙
上

に
於

て
-

否
な
寧
ろ
吾

が
文
学
界
に
於

て

一
種
出
格
異
風

の
光
彩
を
放
ち
た
る

'
露
伴

子

の
奇
男

児
是

な
り

、

'

.

∴

:

・

、

即
ち

、
勇
謄
壮

偉

な
小

説

を
待

望

す

る
世

の
好
尚

に

「
奇

男
児
」

が
合
致

し

た

か
ら

で
あ

る
。

、

・

,

.

-

∵
当
代

の
読
者

が

「
奇

男
児
」

の
勇
膿

壮
偉

を
喜

ん
だ

こ
と

は
(
か
く

の
如

く

で
あ

る
が

、
そ

の
反
応

は

、
露

伴

が

「
喜
剣

碑
」

を
典
拠

と
し

て

選

ん
だ
理
由

と

ほ
ぼ
通
底

す
る

、
と
思

わ
れ

る
。

、

彼

は
な
ぜ

「
喜
剣
碑

」

を
粉

本

と
し

た

の
か
。
こ

の
問

題
を
考

え

る
手

掛

り

に
な

る
も

の
は
、
・
「
喜

劇
碑
」

の
後

に
諸
家

が
付

し
た
評

語

で
あ

る
。

、

か
な

斎

藤
拙
堂

曰
く
(
奇

人
奇
事

、
文

亦

た
之

に
構

ふ
り

(原
漢

文

。
以
下
同

じ
。
)

・

,

,

又

た
日
く

、
此

の
事
僕
創

聞

た
り

。
今

此

の
篇
を
得

て
始

め

て
之

を
譲

る
。

一
読

の
余

、
爽
然

と
し

て
自

失
す

。

山

田
方

谷

日
く

、
文

の
奇

、
固

よ
り

以

て
二
士

の
奇

に
副

ふ

に
足

る
。
而

し

て
文

を
為

り

て
金

を
出

し
、
以

て
両

債

を
償

ふ
。
亦

た

一
大
奇

な

り

。
併

せ

て
四
奇

と
称

↓

て
可
な
り

。

:

×

`
、̀

藤

森

弘
奄

日
く
、
寄
文

必
ず

伝

は
る
。

長
野
准

海

曰
く
、

人
奇

に
し

て
文

以

て
之

を
称

す

る
に
足

る
。

森

田
節

斎

曰
く
、
気

節

の
士

を

以
て
、
気

節

の
士

を
写

す
。
其

の
文
安

ん
ぞ
奇

な
ら
ざ

る
を
得

ん
や
ゆ

諸

家
い
ず

れ
も
喜
剣

の
奇

を
指
摘

す
る
。
奇

と

は
、

こ
の
場
合

、
森

田
節

斎
も

い
う

よ
う
に
、

凡
俗

の
持

ち
え

な

い
気

節

と
同
義

語

で
あ

る
。

す
な

わ
ち
、

一
世

の
大
家

は
こ
ぞ

っ
て
、
大
石

を
痛
罵

し

た
罪

を
死

を
.も

っ
て
償
う

と

い
う
彼

の
気
節

に
う

た
れ

て

い
る
。

よ

み

ロ

こ
の
気
節
を
露
伴
が
嘉

し
な

い
は
ず
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前

作

の

「
風
流
仏
」

で
剛
毅
な
意
志

の
力

に
よ

っ
て
煩
悶
を
克
服
す
る
と
い
う
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主
題

を
描

い
た
こ
と

に
窺

え

る
如
く

、
彼

は
す
ぐ

れ
て
精
神

・
意
志

の
カ
を
特

む
、
唯
心
的

な
作
家
だ

か
ら

で
あ

る
。
精
神

家

は
精
神
家

に
共
鳴

す

る
。
強

い
意
志

を
も

つ
て
自

裁
し

た
喜
剣

は
⇒
露

伴
が
必
ず
や
共
感

を
寄

せ
た
人
物

で
あ

る

の
に
相
違

あ
る
ま
い
泊

こ

の
共

感

こ
そ
露

伴
を
駆

っ
て
.
「
喜

剣
碑
」

を
典
拠

と
さ

せ
た
理
由

に
な

ろ
う

。

、

:

'

`

.

-

こ

の
こ

と
を
別

の
方
面

か
ら
証

す

る
も
切
が
、

『
奇
男

児
」

と
卓い
う
題

名

で
あ
る
。
そ

の

「
奇
」

と

い
う
語

は
、
思

う
に
、
諸
家

が
強

調
す

る

奇

か
ら
取

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
ま

た
、
本

文
中

の

「
奇

節
士
」

「奇
士

」

と

い
う
言
葉

か
ら

も
取

っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば

、

「
奇
」

は

「
喜

剣

碑
」

の
艶

語
と
も

い
う

べ
き
語

だ
が
パ

そ

の
鍵

語

を
題
名

に
使
用

し
た
と

い
う

こ
と

は
、
喜

剣

の
気
節

を
そ
れ
だ
け
浮

か
び

あ
が
ら

せ
よ
う

と

し
た

こ
巴

で
あ
り
、
'気
節

に
そ

れ
だ
け

魅

か
れ
て

い
た
こ
と
を
語

る
も

の
で
も
あ

ろ
う

。

"

、

`

:

…

`
`
二

.
∵

」

.'
‥

;

、

.
、
☆F
,
一}:

`

!

五

`

'

㊨
,‥

・
'

、

、

・

'

ゴ

、

L

ノ

:

.

、

・

『
'

、

`

前
述

し
た

よ
め

に
パ
露
伴

は
喜
剣

の
気

節

に
共
鳴

し

、
そ
れ
を
我
が
作
品

の
主
題

と
し
た
。
そ

れ
は
、
露
伴

の
精

神

の
内
部

に
気
節

の
士

と
し

て

の
要
素

が
含
有

さ

れ
て

い
る
こ

と
を
意

味

し
よ
う
。
気
節

の
士
と
し

て

の
要
素

を
備

え

て

い
る
か
ら

こ
そ
、

「
烈
士
喜

劇
碑

」

の
よ
う
な
文
章

を
読

む
と
そ

の
要
素

が
刺
戟

さ
れ
、
頭

を
む
く

ソ
S

乏
起
し

て
き

て
、
ト
そ
れ

を
自

己

の
作

品

に
仕
立

て
あ
げ

よ
う
止
す

る
カ

が
湧

い
て
く
る

の
で

あ

る
。
・
そ

の
主
題

を
選

ぶ
と

い
「フ
こ

と
は
パ

作
家

の
精

神

の
内

に
そ

の
主

題

に

合
致

す
る
も

の
が
あ

る
か
ら
だ

、

と
も

い
い
変

え

ら

れ

よ

う

(
4
)

か
。
`
こ

の
よ
う

な
意

味
に

お

い
て
(
露
伴

も
ま

た
気

節

の
士
だ

パ
換
言
す

れ
ば

、
土寄
男

児
だ

、
・と

い
う
こ

と
が
で
き
よ
う

。
没森

田
節
斎

が
林

鶴
梁

の
文
章

を

「
気
節

の
士
を
以

て
、
'気

節

の
士
を

写

す
ト
・
と
評

し
た

の
も
パ
,.ま

た
以
上
'の
よ
う
な
意
味

に
お

い
て
で
あ

る
と
思

わ
れ

る
。

と
す
れ

ば

、
幸

田
露
伴

の

「
奇
男

児
」

と
は
、

「
気
節

の
士

を
以

て
、
気
節

の
士
を
写

し
た
」

「
寄
文

」

(藤
森

弘
奄

の
語
)

だ
、
と

い
う

こ
と
が
で
き

る
。

.-
・

'

.|

〆

,

'
・

露
伴

の

「
奇
男

児
」

は

、
こ

の
よ
う

に
江
戸

時
代

の
漢

学
諸
家

の
言
葉

を
借
り

て
概
括

す

る
こ
と
が
、

で
き

る

の
だ
が
、
そ
れ

は
明
治

の

「
読
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者

の

「
勇
膿

壮

偉
的

の
奇
抜
小
説

」

と

い
う
評

語
と

、
ほ
と

ん
ど
同
義
語

で
あ

ろ
う

。

つ
ま

り
、
江
戸
期

の
漢
学
諸
家

が

「
烈

士
喜
劇
碑

」
か
ら

感

じ
取

っ
た
も

の
と
、
明
治

の
読

者

が

「
奇
男

児
」

に
感

得

し
た
も

の
と
は
、
大

む
ね
同
様

な
興
趣

だ

っ
た

の
で
あ

る
。

こ

の
意
味

に
お

い
て
、

「
奇

男
児
」

は
近
代
版

の

「
烈

士
喜
剣

碑
」
だ

と

い
え

よ
う

。

注

(1
)

中
西
伯
基
に
関
し
て
は
、
多
治
比
郁
夫
氏

に

「活
版
先
生
中
西
忠
蔵
」
(『中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
14
巻
月
報
)
が
あ
る
。

(2
)

「
繊
巧
精
緻
無
量
の
隠
微
を
発
見
し
無
限
の
風
味
を
帯
ぶ
る
」
(『
国
民

の
友
』
六
九
号
、
明
治
二
三
年

一
月
三
日
。

『露
伴
全
集
』
付
録
所
収
)
。

(3
)

「
葉
末
集
」
((国
民
の
友
』
八
九
号
、
明
治
二
三
年
七
月
二
三
日
。
同
前
)
。

(4
)

「
谷
崎
潤

一
郎
が

「奇
男
児
」
を
著
わ
し
た
露
伴
の
こ
と
を
評
し
て

「熱
情
漢
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
」
(「饒
舌
録
」
)
と
い
っ
た

の
も
、
同
様
な
こ
と

を
い

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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